
 

『増える人手不足倒産 待遇改善が不可欠に』 
 

 

 東京商工リサーチの調べでは、平成２０年に１５，６４６件の倒産件数を記録して以降、９年連続して前

年を下回っている。景気の回復に伴い企業倒産は現在低水準で推移しているが、ここにきて目立ち始

めているのが人手不足倒産だ。これは業績や資金繰りの問題ではなく、「後継者難」という人手不足と現

場における人手不足感が解消されない「求人難」をその原因とする倒産だ。同社の調査によると、２９年

における求人難型の倒産は対前年比１０５．８%増で倍増したことがわかった。各企業においては、いか

に人手を確保するかが大きな経営課題となっているようだ。 

 厚生労働省の２９年分の毎月勤労統計調査を見ると、現金給与総額は対前

年比０．４%増となっているが、消費者物価が０．６%増となったので、実質給与は

０．２%減少となっている。各企業の賃上げが物価上昇に追いつかない現状が

明らかになっており、低額の賃上げでは物価上昇に追いつかないのが現在の

日本の状況だ。足りない人手はより高待遇の企業に流れる。採用に苦戦する

企業は、旧態依然とした生産性の低い職場環境を改善し、よりよい待遇に改

善することが求められている。働き手に満足感を与える職場作りをしなければ、

人手不足の解消は進まないだろう。 
 

『外国人の宿泊者数、最高の伸び２９年は１２．４%増―観光庁』 
       

 

 観光庁が発表した２９年（暦年）の宿泊旅行統計調査（速報）によると、延べ宿泊者数（全体）は４億９，

８１９万人泊で、前年に比べ１．２%微増した。うち日本人延べ宿泊者数は４億２，０１９万人泊で同０．７%

微減したのに対し、外国人延べ宿泊者数は７，８００万人泊で１２．４%と大きく増加、１９年の調査開始以

来の最高となった。延べ宿泊者数は、全体では横ばい状態にある中、外国人は前年比で２５年２７．３％

増、２６年３３．８％増、２７年４６．４％増、２８年５．８％増と大きな伸びを示している。客室稼働率は全体で

６０．８%。施設タイプ別では、シティホテル７９．４%、ビジネスホテル７５．４%、リゾートホテル５７．８%、旅館

３８．１%と、いずれも２２年以降の最高。客室稼働率が８０%を超えた都道府県は、シティホテルが大阪府、

広島県、福岡県、神奈川県、東京都、京都府、千葉県、沖縄県の８カ所、ビジ

ネスホテルが大阪府、東京都、京都府の３カ所、リゾートホテルが大阪府、千

葉県の２カ所。大阪府は全体の稼働率が８３．１% と全国で最高。施設タイプ

別でも、リゾートホテル９０．６%、シティホテル８９．３%、ビジネスホテル８５．１%、

簡易宿所５９．４%、旅館５８．１%と、５部門で全国１位となった。 
  
   出典元：日本中小企業経営支援専門家協会(JPBM) ※本記事・内容の無断転載を禁じます 
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